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5.セ ンターだ よ り
1,情報メデ ィアセンター運営会議報告
愛知大学情報 メデ ィアセ ンターは,情 報メデ ィアセンター運営会議を中心に運営を
行っている.情 報 メデ ィアセ ンター運営会議の もと,名 古屋セ ンター運営会議お よび
豊橋セ ンター運営会議 をお き,そ れぞれ名古屋(車 道 メデ ィアゾー ンを含む)お よび
豊橋情報 メデ ィアセ ンターの事業 を推進す る。
2007年4月か ら9月 に開催 された各運営会議の議事は次の通 りである。
名古屋情報メディアセ ンタ 運ー 営会議 豊橋情報メデ ィアセ ンター運営会議
2007年度
◇第1回4月26日
1.第7期 システムについて
2.そ の他
報告事項
1.2007年度春学期実習室 時間割 について
2.そ の他
◇第2回7月19日
1.運 営委員の構成 について
2.情 報メデ ィアセ ンターの開館 時間 につ
いて
3.プ レゼ ンテー シ ョンコンテス トにつ い
て
4.ユ ーザー会議 の開催 について
5.情 報メデ ィアセ ンター会議室の貸 出に
ついて
6.学 生相談員の募集 について
7.そ の他
2D47年度
◇第1回7月26日
1.情 報 メデ ィアセ ンター の運用 につ いて
2.LMSの導入について
3.そ の他
報告事項
1.委 員 の構成 につ いて
2.第7期 システ ムについて
3.共 通情報教育 の実施状況 につ いて
4.豊 橋情報 メデ ィアセ ンター の業務体制
つ いて
5.そ の他
報告事項
1.研 究政策機構 に提 出す る事業報 告書 に
ついて
2.ソ フ トウェア(SPSS)について
3.そ の他
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2.情 報 メデ ィアセ ンター主催行事
◆名古屋校舎
開 講 日 講 習 会 名 教室 参加人数
4月2日(月) 臼一le日rning講座 受 講 ガ イ ド 第1実習室 9人
4月3日(火) E-learning座受 講 ガ イ ド 第2実習室 12人
4月10日(火) e-learning講座 受 講 ガ イ ド 第1実習室 6人
4月13日(金) e-learning講座 受 講 ガ イ ド 第1実習室 17人
4月19日(木〉 白一1εarnin呂講 座 受 講 ガ イ ド 第1実習室 9人
4月24日(火) 9-learning座受 講 ガ イ ド 第i実習室 7人
5月80(火) 白一learning講座 受 講 ガ イ ド 第1実習室 lo人
5月17日(木) e-1earning講座 受 講 ガ イ ド 第1実習室 7人
5月22日(火) 9-1earning講座 受 講 ガ イ ド 第1実:習室 5人
5月31日(木) e-learning座 受pガ イ ド 第1実習室 0人
t日(火) 9-learning講座 受 講 ガ イ ド 第1実習室 3人
6月14日(木) E-learning講座 受 講 ガ イ ド 第1実習室 7人
6月19日(火) e-learning講座 受 講 ガ イ ド 第1実習室 1人
・r日(木) 臼一learning座受 講 ガ イ ド 第1実習室 2人
7月3日(火) 白一1舶rning講座 受 講 ガ イ ド 第1実習室 1人
7月12日(木) 臼一learning講座 受 講 ガ イ ド 第1実習室 22人
7月17日(火) e-learning座受 講 ガ イ ド 第1実習室 10人
◆豊橋校舎
開 講 日 講 習 会 名 教室 参加人数
4月16日(月) 電子メール講習会 421 26人
4月16日(月) 電子メール講習会 X21 32人
4月16日(月) 電子メール講習会 421 28人
4月17日(火〉 電子メール講習会 421 33人
4月17日(火) 電子メール講習会 421 30人
4月170(火〉 電子メール講習会 421 31人
4月18日(水) 電子メール講習会 4.21 29人
・日(水) 電子メール講習会 421 31人
4月18日(水) 電子メール講習会 421 29人
4月19日(木) 電子メール講習会 423 38人
4月19日(木〉 電子メール講習会 423 30人
4月19日(木) 電子メール講習会 423 26人
1日(金〉 電子メール講習会 4.21 36人
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4月20日(金) 電子メール講習会 X21 34人
明20日(金) 電子メール講習会 421 37人
4月21日(土) 電子メール講習会 423 39人
4月21日(土) 電子メール講習会 423 29人
4月21日(土) 電子メール講習会 窪23 lo人
4月23日(月) 電子メール講習会 424 42人
..日(火) 電子メール講習会 423 39人
4月25日(水) 電子メール講習会 424 39人
4月26日(木) 電子メール講習会 523 37人
4月26日(木) 電子メ__ル講習会 523 34人
f日(木) 電子メール講習会 523 24人
4月27日(金) 電子メール講習会 423 39人
4月28日(土) 電子メール講習会 423 32人
4月28日(土) 電子メール講習会 423 27人
4月28日{土) 電子メール講習会 423 6人
5月1日(火) 電子メール講習会 嘘23 38人
5月2日{水) 電子メール講習会 424 26人
5月7日{月) 電子メール講習会 X13 20人
5月9日{水) 電子メール講習会 424 12人
5月10日(木) 電子メール講習会 523 35人
5月10日(木) 電子メール講習会 523 13人
5月10日(木) 電子メール講習会 523 o人
5月11日(金) 電子メール講習会 崖24 17人
5月12日(土) 電子メール講習会 423 23人
5月12日{土) 電子メール講習会 423 2人
5月12日(土) 電子メール講習会 423 3人
5月M日(月) 電子メール講習会 41 9人
5月16日(水) 電子メール講習会 424 4人
5月17日(木) 電子メール講習会 523 15人
5月18日(金) 電子メール講習会 424 4人
5月21日(月) 電子メール講習会 413 6人
5月24日{木) 電子メール講習会 523 7人
5月31日{木) 電子メール講習会 523 3人
・C・ 日(水) 電子メール講習会 唾23 4人
6月6目(水) 無線L姻講習会 424 4人
6月11日(月) 電子メール講習会 X13 6人
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6月22日(金) 電子メール講習会 424 3人
6月22日(金) 無線L顛講習会 塵13 2人
6月25日(月) 電子メール講習会 413 13人
6月28日(木) 電子メール講習会 523 7人
6月30日(土) 電子メール講習会 423 3人
7月5日(木) 電子メール講習会 523 34人
明9日(月) 電子メール講習会 哩13 20人
7月10日(火) 電子メール講習会 413 11人
7月ll日(水) 無線L畑講習会 424 1人
7月13日(金) 電子メール講習会 424 6人
◆車道校舎
開 講 日 講 習 会 名 教室 参加人数
4月13日(金) e-learnin麟座 受 講 ガ イ ド K802 2人
4月19日(木) ε一learning講座 受 講 ガ イ ド K802 11人
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3.情 報 メデ ィア セ ン ター 運 営会 議 構 成員
情 報 メデ ィアセ ン タ,__.運営委 員(2007年4月1日 現 在 〉
役職名 所 属 身 分 氏 名
所 長 法 学 部 准教授 中尾 浩
副 所 長 短期大学部 准教授 龍 昌治
委員
豊橋センター 運営委員 経 済 学 部 教 授 蒋 湧
経 済 学 部 准教授 湯川 治敏
国際ゴミュニケーション学部 教 授 トー マ ス ・M・グ ロー ス
名古屋センター 運営委員 法 科 大 学 院 教 授 伊藤 博文
法 学 部 教 授 太田 明
経 営 学 部 准教授 岩田 員典
経 営 学 部 助 教 古川 邦之
現代中国学部 准教授 吉川 剛
情報メディアセンター事務室
情 報 シ ス テ ム 課
課 長 中村 直美
事務情報
システム係長 宮部 浩之
教育研究情報
システム係長 石原 有希子
SE
小野 秀之
宮坂 昌樹
豊 橋情報メディアセンター 係 長 三浦 文博
名古屋情報メディアセンター 係 長 秦 俊一郎
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4.私立大学等に対する情報化関連経費補助について(2)
前回に引き続き,私立大学等に対する情
報化関連経費補助について述べる。特に愛
知大学で,どのような補助項 目で経費補助
を受 けているのか理解 を していただきた
い 。
3.ソ フ トウxア に関す る補助
教 育又 は研 究 の用 途 とな る ソ フ トウ
ェア(基 本 ソフ トウェア,ア プ リケー
シ ョンソフ トウェアな ど)に ついて は}
1本又 は1組 の事業経費 が20万 円以
上1000万円以下を対象 に}借 入 ・購
入 どちらでも補助対象 とな り,補 助対
象項 目と してはa「教 育学術 コンテ ン
ツ支援」である。以 下に,過 去3年 の
採択状況 をまとめた4
表4.教 育学術 コンテンツ(教育研究ソフ
トウェア分〉支援採択状況
年度 申請件数 内定件数 採択率
18年度 1,..件 ・i件 99.4°la
17年度 459件 450件 9$.0°fin
16年度 1,829件 1,568件 85.7%
18年度以降a「要件審査」 となってい
ることから,高 い採択率 とな ってい る。
なおeラ ーニ ングコンテ ンツ(コ ー ス
ウェア)の 購入 にっ いては,こ の場合
の ソフ トウェア に該 当 しな い こ とか
ら,補 助対象 とはな らない。
本学で は,主 に情報 メデ ィアセ ンター
の実習室等で,授 業用途で利 用 してい
る基本 ソフ トウェア及 び ア プ リケー
シ ョン ソフ トウェア を補 助 申請 して
い る。
4.コ ンテ ンツ開発 に関す る補助
コンテ ンツ とはr① デー タベー ス開発r
② コンテ ンツ作成 とに分類 され る。
①デ ー タベ ー ス開発 とは,一 次情 報
{論文}研 究成果,シ ラバ ス}教 材 デ
ー タ等 の情報)及 び二 次清報(目 録 ,
抄録等の情報〕のデー タベー スで}学
内LANに 接続 され て い る もの の う
ちx主 に教 育及び研究 を 目的 とし,教
育研 究内容 との関連 性 によ り教育研
究の進展が期待 できるもので ある4
② コンテ ンツ作成 とは,授 業 に使用す
る講義 ノー ト,テ キス ト,学 習効果,
演習 ・試験 問題,授 業録両等,授 業に
使 用す る情報(印 刷物,写 真,フ ィル
ム,ビ デオテー プな ど)の 電子化rW
白bペ ー ジ開発,教 育専用 ソフ トウェ
アの開発の ことである。
デー タベー ス開発及 び ソフ トウェア
開発 どち らもr1件 あた り事業経費が
60万円以上5000万円以下の ものが補
助対象 となる。
事業経費 として は,運 用 ・維持 管理お
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よぴ更新 に要す る経費,開 発に使用す
る情報機 器 の購入 ・借 入,保 守料 は,
対象 とな らない ので注 意 が必 要 で あ
るO
コンテ ンツ開発 に関 しては.補 助対象
項 目は,ソ フ トウェア と同 じで 「教育
学術 コンテ ンツ支援」である。(「要件
審査」 をとってい る。)
以下}過去 呂年の採択状況 をまとめた0
表5.教 育学術コンテンツ(教育学術
データベースの開発分)支援採択状況
年度 申請件数 内定件数 採択率
ユ8年度 X12件 112件 100.⑪%
17年度 111件 94件 呂4.7%
ユ6年度 65件 59件 90.8%
本学では,2001年度より学内におけ
る電子著作物の一層 の増加 を推進す
るため,補助申請を前提に 「教育学術
データベース開発補助制度」を発足さ
せた。この制度はrコ ンテンツに関す
る企画案を学内公募 したうえで,関連
する委員会で採否 したのち,コンテン
ツ開発に取 り組んでいる。以下}過去
5年間の応募件数 ・採択件数である。
表6.教 育学術データベース開発補助
制度(本 学学内制度)採 択状況
年度 20Q3200420052006 呈oo7
申請 4 6 8 3 7
採択 2 3 4 3 3
コンテンツ開発に関する補助制度は,
ICT活用教 育 の基 礎 とな る もの で あ
i本 学で も一層の活用 をすべ きと考
える。
5.維持管理に関す る補助
学内LANの 維持管理に伴 う費用(他
えば,通信回線使用料で民間プロバイ
ダ接続含む,ネ ットワーク運用管理の
ための外注派遣委託費等)と,大 学独
自に構築 した教育研究用データベ ー
ス(図書 目録含む)の 更新に伴 う費用
{デー タの購入 ・収集整理,入 力,査
読,ソ フ ト変換に伴 う委嘱等)がr補
助対象 となる。
維持管理 に関す る補助対象項 目は,
「教育学術情報ネッ トワーク支援」で
あり,要件審査をとっている。
以下,過去3年の採択状況をまとめた4
表5.教 育学術情報ネ ットワーク支援
採択状況
年度 中請件数 内定件数 採択率
18年度 572件 572件 100.E°la
17年度 782件 782件 100.0%
16年度 7呂4件 77呂件 992%
本学で は}イ ンターネ ッ ト回線L及び校
舎間回線費用,並 びにネ ッ トワー ク管
理業務委 託費 を,補 助 申請 してい る。
6.その他
情報関連の補助金としては,他 に 「教
育 ・学習方法等の改善支援」があげ ら
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れ る.具 体的 には,学 部等 で組織 的に
実施 してい る以 下 の例 に あげ る内容
が,補 助対象 とな る。なお補 助事業経
費1件 あた り,5000万円以 内 となっ
ていて,「採 択制」を とってい る6
曲マルチメディア補助(情 報通信施
設)で採択 された事業に伴 う経常的経
費
碑マルチメディア機器等の効果的な
活用(教 材 ・資料の電子化rSAの 活
用}マ ルチメデ イア教室の運営准ど)
士シラバスの活用,カ リキュラムの改
}開発
,rファカルテイ ・デペ ロップメン トの
実施(教 育指導能力向上のための情報
技術研修含む)
+教室外の学習環境の整備(マ ルチメ
ディアを使用 した学外 ・学内学習ほか
図書館機能の充実など)
+そ の他教授法の改善,教材の開発 ・
研究に関すること など
本学では}
・ 電子シラバスの開発
・ 情報メディアセンター学生相談員
におけるSAの活用
を,複数年事業 として補助申請してい
る。
ただし,情報化関連以外の改善支援を
含め}大 学として最大11件 が申請の
上限となっていることからi全学的な
観点から}補助 申請をする必要があるa
またs現 代的教 育ニー ズ取組 支援 プ ロ
グラム(現 代GP)に おいて,2007年
度では 「教育効果 向上 のためのICT活
用教育の推進」 那テーマ としてあが
oて いる。
今後は,単 にハー ドウニア,ソ フ トウ
xア とい う区切 りで の補 助 申請 で は
な くaICTを活用 したシステ ム トー タ
ル としてrど の よ うに教育 ・研 究効果
を高 め てい くか が問 わ れ る こ とに な
る。
事務局としても,各種補助金の制度を
理解 した うえで,本学における一層の
ICT活用を支援 していきたいと考え
ている。
次号以降においてもa情報関連補助金
の動向が変わり次第,引き続きお知 ら
せをしていく。
(N2)
編集後記
COM33号を無事 にだす ことができましたa今号を可視化 といった視点か ら眺めてみるの
も趣があ りそ うです9企 画a特 集 を組んだわ けではあ りませ んが,全 体を眺めてみ ると,
文字情報か ら図像情報への シフ ト,音声 ・動画デー タの取 り扱い,文 字資料の視覚化}教
学上の教材}教 育方法の具現化,LMSに よる学習成果のポー トフォ リオ化}統 計デ ータの
利用}デ ー タマイニ ングといったようにま とま りま した。
次世代DVDの 規格が,市 場競争 の結果,一 方の規格の撤退宣言に より,デファク トスタ
ンダー ドとな りそ うですa放 送 と通信の融合が,次 のハー ドル として,TV放 送(地 デ ジ3
ワンセグも含 め)と ネ ッ ト視聴 にどのよ うな刺激をもた らす か,著 作権管理}コ ピー制限
などaい ろいろ課題 もあるようです。
新たなデバイスに目を転 じると}ケ ータイ とPDA,PCの 垣根 を越 えていこうとする携
帯デバイ.スとしてiPhomaiFodtouchやその他iPoa製品aWindow8Mob丑εも楽 しみの
一つです。 また 「EeePC」か らも目が離せそ うにあ りません0通 信機能 をもったゲーム用
携帯デバイス も教育用 に使えそ うです0
例えば電子ガジェッ トを見てみ ると5ボイス レコー ダはmp3ダイ レク トエ ンコー ド,USB
接続 リニアPCM録 音が可能な製品が登揚 しています。会議録音、ボイスメモにとどま ら
ず,ボ ーカルや楽曲練習にも使 われてもい るよ うです。 もちろん音 楽プ レーヤ としても使
えます。 ケー タイ,デ ジカメ,ボ イス レコーダ,PC,TV,ラジオ,ゲ ーム,家 電,電 子文
具(デ ジタルペ ン,電 子ペーパー,電 子辞書)がr今 後 も,ど の ように離合集散 し,ま た
融合す るか非常に楽 しみです。
ICTは仕事,生 活,コ ミュニケーシ ョンな どのスタイルに,静 かに浸透 しています。ユ
ビキタス ・コンピューテ ィング,ユ ビキタス ・ネ ッ トワーク社会 とい うビジ ョンを判 りや
す く解説 したサイ トがあ ります4総 務省の情報通信 白書Formaidsはr小中学生向けサイ ト
として作 られ ています が,大 人でも十分に楽 しめます。
以上
(TY)
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愛知大学情報メデ イアセ ンター紀要<COM>原 稿募集要項
情報メディアセンター紀要<COM>は 、年2回発行され、下記の要領
で原稿を募集しています。詳細につきましては、情報メディアセンター
までお問い合わせください。
1.著者の資格
(1)本学教職員および本学教職員との共著者
(2)本学非常勤教員
(3)本学学生(教員の推薦があるものに限る)
(4)編集委員会が認めたもの
2.投稿原稿の内容
投稿原稿は未発表のもので、下記に関係する内容とする0
(D情報教育に関する理論と実践
(2)情報科学や情報工学に関する理論とその応用
(3)情報システムに関する調査、分析、理論
(4)コンピュータを活用した研究、教育1お よび業務等の実践報告
㈲ 本学のコンピュータ利用に関して必要と思われる情報メディアセンター
の報告
⑥ その他(編集委員会が認めたもの)
3.投 稿原稿の種類
投稿 された原稿 は編集委員会 によって、下記 の よ うに区分 して掲 載す る。
(1)論文[10～16]
② 研究 ノー ト[6～8]
(3)ソフ トウェア レビュー[6～8]
(4)情報教育 フ ロンテ ィア 「6～8]
(5)書評(新 刊 ・古典〉[1]
(6)学会動 向[1]
※[]内 はペー ジ数の 目安0
※ 原稿 の体裁 と見本 について は別紙 を参照の こ と6
4.原 稿 の提 出要領
(D原 稿 は、プ リン トア ウ トした ものと電子 ファイル の双方 を提 出す る こと。
② 完成 され た投稿原稿 のみを受理す る4
③ 提 出す る電子 ファイル名 は、投稿 原稿の タイ トル とす るこ と。
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(4)図版 等 があ る場合 は、そ の電 子 フ ァイル もあわせ て提 出す るこ と.図 版 等
の ファイル形式 はjpegとす る9
(5)使用 ソフ トは 伍 σro50丘施f4または 塑F形 式ポ望ま しい。
ただ し、PDFの揚合に は一般的 な編集 可能 ファイル(Wordかテ キス ト形式)
を添 えて くだ さい0
⑥ 裏表紙(目 次用)と して、 タイ トル、著者名 の英文 を添 えるこ と。
⑦ 著者 は連絡先(ゲ ラ等 の送付先)の 住所、電話番 号 を申 し込み先 の担 当者 ま
で連絡 す るこ と。
5.投 稿 原稿 の体裁
別 紙 「愛知大学情報 メデ ィアセ ンター紀要<COM>執 筆 要項」を参照の こと0
6.校 正
(1)校正 は著者校正 を2回 とす る。
(2)校正殼階 での内容 の変 更は、総ペー ジ数 が変 更 しない範 囲で行な うこと。
7.著 作権
(1)提出 された論文の著作権は 、原則 と して愛知大学情報 メデ ィアセ ンター に
属 し、無断で複 製 あるいは転載す る ことを禁 じる0
② 論文作成 に際 して用い た コン ピュー タ ソフ トや 映像 ソフ ト等 の著作権 に
関す る問題 は、著 者の責任 において処理済みで あ るこ と。他人 の著作権 の
侵 害、名 誉殿損、 その他の 問題 が生 じない よ う十分 に配 慮す ること。
(3)万一、執 筆内容 が第三者の著作権 を侵 害す るな どの指摘 がな され 、第 三者
に損害 を与 えた場合、著者 がその責を負 う。
(4)著作人格権 は著者 に属す る。
㈲ 本誌への掲載が確定 した原稿は、愛知大学情報 メディアセ ンターホームペー
ジにて公開するもの とす る0
8.そ の他
(1)別刷 りは論文 ごとに各30部 作成 し、著者代表者 に無料 で進呈す る0
② 著者 には紀要 を2部 進 呈す るRた だ し希 望があれ ば10部 を限度 として進
呈す る0
以上
申 し込 み ・問 い 合 わ せ:愛 知 大 学 情 報 シ ス テ ム 課
TEL.052・937・8120(内線3101)
FAQ:052.-937-8121
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(別紙)
愛知大学情報メディアセンター紀要<COH>執筆要項
1.用 紙サイ ズ
B5判を使 用 し、横書 き とす るO
2.執 筆言語
和文 もしくは英 文 とす る。
3.余 白と段組お よび字数 ・行数
(1)余白は上下25㎜、左右20㎜ とす るa
② 本文 のヘ ッダー(タ イ トル 、著者氏名、要約)に つい ては一段組 とし、本文
以降につ いては二段組1横38宇 縦32行 とす る。
(3)文字サイ ズはタイ トルは12ポ イ ン ト、要約 とキー ワー ドは9ポ イ ン ト、本文は10
ポイ ン トとす る。
(4)字体は、 日本語は明朝体、英語 はC帥 加ryとす る。数字 は半角{C曲tury)を用 い
ることとす る4
4.セ クシ ョンタイ トル とセ クシ ョン記号
本文中の章、節1項 、 目な どの立て方は、原則 と して1以 下の とお りとす る。
1,章 タイ トル(前 後一行 をあける)
1.1節 タイ トル(前 後一行 をあけ る)
1、1.1項タイ トル(前 一行 を あける)
(1)目 タイ トル
また、セ クシ ョンタイ トルお よびセ クシ ョン記号 は太字で強調す ること。
5.図 ・ ・
図 ・表 ・写真は、本文 中の適当な箇 所 に挿 入す ること4
ただ しCO用'委 会 にて 入 立 サイ ズを変 更す る場合 がある
(1)表について
表 の上部 に 「表O:表 名 」(Oは表 の一連番号)を 記 載す ること。
② 図 ・写真 について
図 ・写真の下部に 「図O:図 名」(Oは図の一連番 号)ま たは 「写真O:写 真名」(O
は写真の一連番 号)を 記載す ること0
6.要 約 とキー ワー ド
論 文 と研 究 ノー トには要約 とキー ワー ドをつ ける4要 約は400字以内(200
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wards以内)で 執筆 し、本文 と同 じ言語で もよい し、異 なった言語で もよい4
キー ワー ドは国立情 報学研 究所の 。inii等へ の正確 な登録 のた めに、5～7
語程 度のキー ワー ドをつ ける9
7.注 ・文献
注 ・文献 の記載 は、本 文の後 に1行 空けてか ら 「注 ・文献 」 とい う見 出 しを立て
(10ポイ ン トの太字)、そ の次の行 か ら、注 と文献 とを一括 して記載す ること。
以上
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情報メディアセンター教育用パソコン 機種および設置台数
O車道校舎
設 置 場 所 機 種 台数
メディアゾーン HPCompaqd¢5700SF 50
K802 HPOompaq672Ds 35
K804 HPCor刊P8q6720呂 50
車道 計 135
O豊橋校舎
設 置 場 所 機 種 台数
情報メディアセンター
(4号館)
424教室
MintPCridottos
HITACHIFLDRA330W 70
421教室 HPOom田qdo7700SF 52
423教室 HPCompaqdo刀OOSF 58
424教室 謡PCor叩aq昼710b 54
413教室 HPCompaqdo7700SF 25
5号館
514教室 即Oomp8q昼710b 25
523教室 目PGomp自qd。刀00SF 50
豊橋 計 330
O名古屋校舎
設 置 場 所 機 種 台数
情報メデイアセンター 第1c室 HPOomp日qdo7700SF 60
第2実習室 謡PCor叩aq昼フ10b 30
第3実習室 目POompaq671Dh 20
オープンフロア 即Oom餌qdoηOOSF 1臼
中央教室棟 マルチメデイア教室 HPComp胡6710b 60
東教室棟
E20f教室 HPCom碑qdo77nOSF 60
E202教室 HPCompaqdo7700SF 40
名古屋 計 i　
メディアゾーン
O豊 橋校舎
設 置 場 所 機 種 台数
図書館棟1Flメ ディアゾーン HPComp釦d。7700SF 40
計 40
O名古屋校舎
設 置 場 所 機 種 台数
図書館2Flメ ディアゾーン 即Compaqdc7700SF 75
計 75
